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惨
Ⅱ
日
、
蒔
田
白
川
幹
雄
さ
ん
所
有
田
で
１
６
条
乗
用
型

農
作
第
フ
ル
回
輯
″

～
一
株
一
株
に
豊
作
の
願
い
を
込
め
て
～

●

●

〃
猫
の
手
も
借
り
た
い
程
の
忙
し
さ
〃

農
家
の
い
わ
ゆ
る
五
月
（
田
植
え
）
が

今
月
十
五
日
頃
を
ピ
ー
ク
に
始
ま
り
ま

し
た
。今

年
の
町
内
作
付
総
面
積
は
一
、
四

四
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
秋
の
豊
作
に
願

い
を
託
し
て
精
を
出
す
表
情
は
真
剣
そ

の
も
の
で
し
た
。

最
近
は
、
土
地
区
画
整
理
や
大
型
機

械
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
一
区
画
、
百

メ
ー
ト
ル
の
田
ん
ぼ
が
、
一
日
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
楽
々
植
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
て
も
や
っ
ぱ
り
こ

の
時
期
は
大
忙
し
だ
。

秋
の
収
穫
期
ま
で
水
管
理
な
ど
に
十

分
注
意
し
、
多
収
量
良
質
米
の
生
産
を

期
待
し
ま
す
。
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さくらまつり40万人
､

巳日に満開宣言
例
年
に
な
く
好
天
に
忠
ま
れ

た
今
年
の
桜
ま
つ
り
は
約
川
十

万
人
（
ま
つ
り
小
務
所
調
）
の

人
出
を
記
録
し
、
昨
年
よ
り
十

万
人
多
い
花
見
客
で
大
い
に
賑

わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

会
期
と
桜
の
つ
ぼ
み
が
ピ
ヅ

タ
リ
合
い
、
二
日
に
は
満
開
立

言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

■

初
日
の
二
十
九
日
に
は
、
原

田
県
議
会
談
踵
、
花
田
県
議
を

は
じ
め
多
数
の
来
賓
を
迎
え
大

橋
町
涯
、
伊
藤
町
議
会
談
辰
、

今
商
工
会
踵
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

し
、
開
会
式
が
磯
大
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
人
出
は
初
日
か
ら

好
調
で
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
満
州

の
五
月
三
日
に
は
、
淌
防
団
観

諸
状
態
で
し
た
。

ち
な
み
に
、
剛
内
交
通
蛎
故

一
件
、
落
物
十
二
件
、
迷
い
子

十
七
件
。
ゴ
ミ
の
壮
約
妬
ト
ン
。

川
店
一
九
五
柵
で
し
た
。

閲
式
な
ど
も
あ
り
、
人
出
も
十

二
万
五
千
人
を
記
録
し
ま
し
た
。

ま
た
五
月
一
日
に
は
、
吉
幾
三

が
〃
海
峡
〃
カ
ラ
オ
ケ
コ
ー
ナ
ー
特

別
審
査
貝
と
し
て
来
州
し
た
こ

と
な
ど
も
あ
り
油
芸
場
前
は
町

内
外
の
人
出
で
ビ
ッ
シ
リ
す
し●

○○○
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太
郎
さ
ん
、
剛
会
挺
に
阿
部
定
一
さ
ん
、
鈴
木
俊
一
さ
ん
、
中
村

利
定
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

来
年
三
川
三
十
一
Ⅱ
ま
で
の
任
期
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

○
印
は
常
任
委
旦

町
と
町
民
の
パ
イ
プ
役
で
あ
る
行
政
協
力
災
が
こ
の
ほ
ど
決
ま

、

り
さ
る
川
月
十
五
Ｈ
附
か
れ
た
組
織
会
で
は
、
会
遮
に
寓
崎
初

昭
和
開
年
度

行
政
協
力
委
員
決
ま
る

▼
金
木
地
区

○○○○

冷水1，．上|､‐’二－1，．1l1l1､．｜'1|勇束‘』¥
II{{昭新新派派派小′j、′l、椎

水川fllfil町町立立立栗栗栗町野
町町I崎 l 崎 ｜ 崎 団

地

下止
JQ●"ﾛP

･皇I~、-1~-

lll川

野ツ『

▼
嘉
瀬
地
区 此

川
秀
幸

中
谷
幸
江
子

今1%〔沢沢今雛謙｜ﾉ1沢秋小松小神
lllllllllllllll"lllノ心松111山川
群 む ｜ﾉﾘ

代i,'iつ文兼定鉾服ス昭武修尖忠
抽摘rll'l春 雄 光 彦 ケ ､ 一 成 身 栄 J 今 ．

ー



③金木だよりlllllllllllⅡⅡllll'､'Ⅲ

防
団
員
六
百
十
八
人
が
勇
姿
披
露

肖
勺
、
β
々

金
木
北
部
汕
防
団
連
絡
協
縦
列
し
て
装
備
の
点
検
を
受
け
た
。
引
き
続
き
棋
擬
訓
練
が
行
な
今
義
広
、
山
中
俊
沽
、
睦
伽
正

会
（
加
膝
卓
鯛
会
陛
）
主
樅
価
観
閲
者
は
大
橘
金
木
町
艇
、
塚
わ
れ
、
金
木
幼
維
剛
幼
年
淌
防
光
▽
Ⅱ
本
淌
防
協
会
隆
○
功

例
の
観
閲
式
は
三
日
あ
し
の
グ
水
中
皿
町
姪
、
三
砿
市
浦
村
踵
、
ク
ラ
ブ
此
の
は
し
ご
乗
り
油
技
紘
章
Ｉ
ｎ
川
鉄
夫
、
咄
海
栄
○

ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
加
藤
小
汕
村
踵
、
坂
旧
淌
防
踵
や
、
那
惟
北
部
地
区
幼
少
年
防
粘
絃
末
Ｉ
工
膝
漉
光
、
中
西
敬

式
に
は
金
木
、
中
型
、
巾
浦
、
ら
の
ほ
か
川
沢
吉
郎
、
竹
内
黎
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る
淌
火
訓
練
に
、
三
、
脱
川
源
太
郎
○
勤
続
章
Ｉ

小
柏
の
四
町
村
か
ら
汕
防
団
貝
一
、
木
村
守
男
の
各
代
縦
士
も
Ⅲ
ｕ
や
兄
物
の
人
た
ち
は
大
き
櫛
引
幸
雄
、
工
膝
沌
雄
▽
卯

が
集
合
。
芦
野
剛
で
放
水
減
科
姿
を
兄
せ
、
加
も
し
そ
う
に
剛
な
扣
手
を
送
っ
て
い
た
。
汕
防
協
会
踵
○
優
良
淌
防
分
川

を
し
た
あ
と
、
グ
ラ
ン
ド
に
焔
ｕ
た
ち
を
観
閲
し
た
。
並
後
に
川
只
の
分
列
行
進
を
Ｉ
鋪
一
分
川
、
鋪
六
分
団
○
功

後

瓜

，~‘卿霧 1

、:い#閏1･2'4

●

労
章
Ｉ
櫛
引
幸
雄
、
工
藤
滝
雄

○
勤
功
章
Ｉ
中
村
健
男
、
今
勝

広
、
沢
川
文
川
○
、
水
年
勤
続
章

Ｉ
秋
沁
年
一
外
一
九
名
、
○
北

五
支
部
長
表
彰
Ｉ
川
中
擬
一
外

三
名
、
○
西
北
五
協
議
会
踵
表

彰
Ｉ
山
中
俊
沽
外
一
名
、
○
金

木
北
部
協
縦
会
隆
表
彰
Ｉ
伽
丸

川
雅
夫
外
六
名
、
○
感
謝
状
Ｉ

班
加
州
人
防
火
ク
ラ
ブ
他
、
二

ク
ラ
ブ
。

●

米
町

川
端
町

寺
町

束
汽
叫
町

西
微
野
町

○
油
町

新
揃
町

薪
松
町
一
区

薪
松
川
二
区

薪
松
川
三
区

○
瑞
松
町
山
区

○

女Ifil林

坂道下

○
兄
崎
町
小
山
内
ト
シ
エ

○
三
川
町
中
西
昭
柿

上
沢
部
吉
川
充
造

下
沢
部
、
川
哲
男

旭
ケ
丘
一
区
北
沢
淌
一

旭
ケ
丘
二
区
叫
海
昭
一

旭
ケ
丘
三
区
中
西
淌
彦

大
東
ケ
丘
鈴
木
定
丘
郎

雲
椎
ケ
丘
川
地
泉
谷
好
年

赤
野
凹
地
一
区
逢
坂
昭
子

赤
野
団
地
二
区
膝
川
勅
博

朝
日
川
地
泉
谷
論
利

上
蒔
田
、
川
要
ｆ

下
蒔
川
川
Ⅲ
唯
一

神
原
秋
元
繁
雄

上
藤
枝
工
藤
蒋
叫
郎

中
藤
枝
工
膝
式
一
郎

下
牒
枝
工
藤
良
村

湯
の
川
内
川
安
挺

蝋
淵
制
古

大
橘
明

藤
元
昭
造

中
村
吉
・
水

阿
部
定
一

花
川
祉
血
郎

山
崎
鰈
司

松
尼
竹
男

下
川
昭
一

山
水
れ
い

渋
谷
正
夫

川
叩
踵
戯

渋
谷
渉

中
谷
係
一

巾
町

ル
人
Ｉ

後
町

上
古
町

○
下
古
川

新
城
町

○
新
堤
町
一
区

新
堤
町
二
区

止
鍛
冷
町

○
下
鍛
冶
川

上
中
柏
木

▼
喜
良
市
地
区

○
史
生
部
落
菊
池
良
抽

西
岩
兄
町
今
幸
守

○
束
岩
兄
町
宙
峪
与
太

林
川
今
塵
八
郎

野
崎
窩
崎
初
太
郎

北
本
町
太
川
時
郎

下
派
立
伊
丸
岡
雑
作

ｋ
派
立
桑
川
忍

○
南
本
町
桑
川
州
術

上
柏
木
今
唯
旗

下
柏
木
中
村
利
雅

○
ド
町
今
油
作

川
端
町
今
祗
雄

双
葉
町
川
中
武
義

下
中
柏
木
脱
川
勝
雄

山
中
岡
広

斉
膝
淑
人

抑
Ⅲ
良
論

鈴
木
俊
一

秋
沁
幸
之
進

１
．
ヅ
・
昨
妙
。
。
’
、
↑
や
卜

、
Ⅲ
脚
小
叩
”
〃
版
・
四
０
，
一
．
〃
ク
和
‐

秋
元
血
巾

占
川
茂
美

小
松
久
雄

加
峪
正
之
助

成
川
俊
夫
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新
役
貝
、
協
力
貝
は
次
の
と

お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

▼
会
長
Ｉ
福
山
初
枝
（
米
町
）

▼
副
会
長
Ｉ
小
倉
さ
つ
（
嘉
荊
本

町
）
岡
田
京
子
〈
鶏
良
市
北
本
町
）

▼
理
事
Ｉ
叫
海
春
枝
（
美
岾
町
）

編
踵
敏
子
（
朝
日
町
）
角
田
ア
イ

子
（
小
川
町
）
成
田
チ
セ
（
芦
野
町
）

吉
田
ト
キ
（
蒔
田
）
浅
利
イ
ヅ
子

（
湯
の
川
）
木
下
節
子
（
粥
瀬
上
派

立
）
毛
内
レ
ッ
（
上
古
町
）
古
川
芳

枝
（
束
岩
見
町
）
桜
庭
ト
コ
（
斑

良
市
南
本
町
）

◇
協
力
員
▼
金
木
地
区
Ｉ
徳

田
キ
ョ
エ
（
本
町
）
踵
利
キ
具
栄

町
二
戸
テ
ル
（
剛
町
）
白
川
ケ
イ

子
（
南
新
町
）
角
田
エ
コ
（
上
山
進

町
）
竹
内
蝿
子
（
中
山
遊
町
）
秋
谷

弘
子
（
Ｍ
）
闘
西
リ
サ
（
下
山
道
町
）

山
本
幸
子
（
美
岫
町
）
角
田
和
子

（
昭
和
町
）
加
藤
洋
子
（
同
）
阿
部

ト
ミ
（
神
明
町
）
前
田
イ
シ
（
同
）

灘
鵬
タ
マ
（
朝
日
町
）
秋
元
洋
子

（
Ｍ
）
安
剛
ち
な
（
北
新
川
）
三
上

忠
子
（
米
町
）
小
野
ヒ
サ
子
（
Ｍ
）

棟
方
ミ
エ
（
川
端
町
）
柴
田
が
美

江
（
寺
町
）
阿
部
ハ
ツ
エ
（
声
卿
町
）

布
戸
谷
良
子
（
浦
町
）
白
川
栄
子

（
新
耐
町
）
外
峪
き
み
よ
（
同
）
白

川
末
子
（
若
松
町
）
成
川
キ
エ
（
Ｍ
）

保
健
協
力
員
決
ま
る

対
馬
テ
ル
（
岡
）
川
村
ハ
ツ
エ
（
同
）

白
川
論
子
（
見
崎
町
）
沢
田
ア
イ

（
三
軒
町
）
白
川
マ
キ
三
上
沢
部
）

白
川
セ
ツ
（
下
沢
部
）
緬
郷
裕
子

（
旭
ケ
丘
団
地
）
川
脇
雪
子
（
同
）

逢
坂
昭
子
（
芦
野
団
地
）
背
山
ユ

キ
（
同
）
琳
田
茂
子
（
大
東
ケ
丘
）

秋
元
レ
コ
（
蒔
田
）
石
戸
谷
ト
キ

エ
（
神
原
）
工
藤
ハ
ル
（
藤
枝
）
外

崎
ト
メ
（
同
）
菊
池
テ
イ
子
（
向
道
）

典
川
い
く
子
（
女
坂
）
秋
元
た
け

（
林
下
）
泉
谷
ハ
ツ
エ
（
上
宇
田
野
）

其
川
勝
代
（
下
宇
田
野
）

▼
嘉
瀬
地
区
Ｉ
咄
海
悦
（
雲
雀
野

団
地
）
斉
藤
あ
い
子
（
束
町
）
松
川

憩
子
（
上
小
栗
崎
）
小
松
松
江
（
中

小
栗
崎
）
伊
藤
テ
ッ
（
下
小
栗
崎
）

工
藤
三
雅
子
（
中
派
立
）
広
瀬
職

美
子
（
下
派
立
）
小
山
内
カ
ヅ
ミ

（
上
新
町
）
叙
峪
洋
子
（
下
新
町
）

沢
田
勝
江
（
上
昭
和
町
）
岩
村
ゆ

り
（
下
昭
和
町
）
土
岐
キ
セ
（
冷
水
）

山
中
フ
エ
（
小
町
）
鴫
海
キ
シ
エ

（
畑
中
）
土
岐
和
子
（
後
町
）
小
山

内
ト
キ
エ
（
下
古
町
）
舛
甚
純
子

（
新
城
町
）
原
Ⅲ
き
み
ゑ
（
新
堤
町
）

鴫
海
順
子
（
同
）
加
峪
棚
子
（
上
鍛

冶
町
）
土
岐
み
よ
（
下
鍛
冶
町
）
脱

出
優
子
（
上
中
杣
木
）
脈
田
波
昨

子
（
下
中
柏
木
）

●

本
格
的
な
観
光
シ
ー
ズ
ン
到

来
に
さ
き
が
け
、
凹
川
二
十
一

日
か
ら
九
月
六
日
に
か
け
て
、

各
地
で
〃
ク
リ
ー
ン
〃
作
戦
が
お

こ
な
わ
れ
、
金
木
町
赤
十
字
奉

仕
剛
（
今
キ
ネ
会
踵
）
、
沸
湘

老
人
ク
ラ
ブ
（
木
村
金
利
会
踵
）

縣
良
巾
子
ど
も
会
育
成
協
力
会

（
西
村
万
古
会
踵
）
及
び
川
川

か
ら
町
社
会
慨
祉
協
雛
会
の
社

▼
喜
良
市
地
区
Ｉ
桑
田
ア
イ
コ
璃
子
（
上
派
立
棊
川
雌
枝
（
下
派

（
西
岩
兄
町
）
元
石
美
枝
（
同
）
山
立
）
大
橘
よ
三
上
柏
水
町
）
商
橘

口
は
る
ゑ
（
束
岩
見
町
）
工
藤
１
リ
ッ
エ
（
下
柏
木
町
）
今
テ
ヅ
エ

キ
（
更
生
部
落
）
岡
田
ハ
ル
エ
（
林
（
下
町
）
古
川
と
も
子
（
川
端
町
）

町
）
葛
西
ハ
ナ
エ
（
野
崎
）
桑
田
瑠
今
チ
ョ
エ
（
双
莱
町
）
今
愛
子
（
Ｍ
）

築
畿
螺
篭
謹
畿
蕊
蕊
蕊
蕊
箪
蕊
諜
譲
識
畿
蕊
醗
蜜
轆
識
鎚
蕊
瀬
蒔
識
錘
箙
醗
瀞

各
地
区
で
老
若
男
女
が

清
掃
奉
仕
に

汗
を
流
す
″

会
冊
祉
校
に
猯
定
さ
れ
て
さ
ま

ざ
ま
な
奉
仕
椚
動
に
励
ん
で
い

る
川
命
小
学
校
（
村
山
芳
秋
校

低
）
が
、
淌
姉
奉
仕
を
し
ま
し
た
。

滴
姉
さ
れ
た
主
な
所
は
、
川

介
・
嚇
湘
川
の
川
道
沿
、
蹄
湘
．

桝
良
巾
地
区
の
遊
路
や
境
内
、

ス
キ
ー
場
、
川
介
癖
の
河
脈
川

辺
で
、
終
了
時
に
は
各
地
共
、

ご
み
袋
の
山
と
な
る
成
果
。

一
一
Ｆ
一

一
‐

匡・ー胃一 五二ｰ

-．＝－－．．．－

凸

一一,~

● ▲赤十字奉仕団による清掃風景

広伊・

‘%『

畢
や
０
．
‐
Ｄ
０
‐
■
■
■
蚕
■
■
一
！
■
ロ

ー

晶
齢
学
や
●
“
饅
１

理
迩
１
曲
ｐ
や
．
．

．
｛
許
悲
一
半

必

恥
ｑ

卓
缶

ヴ
イ

F宅らで

乱：~少

?：勺

川
年
よ
り
は
ご
み
か
少
な
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
本
仙
の
効

采
が
表
れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、

ひ
０

、

強
I式令

係 から

皆さんからのご迩兇を座〈謀典し

ています。

●役場に対すること

●町内に関すること

●身近なi荊迦

●アイデア

その他なんでも役!i}こして〈た、さい。

投諜は、庁舎内の投11}輔をfl川Iす

るかlrl:接郵送してください。

《送り先》

金木町役場

企l'111案広聴係あて

※金木だよりに禍,luもありますので

llll.|ﾉ1･氏稠は‘必､ずIIjl!記し、概括の

場介はその片をおii$きくだ．さい。
、

毎
戸

交
辿
帆
の
激
し
い
遊
路
沿
の
あ

き
術
の
ボ
イ
怜
て
は
以
前
と
変

ら
ず
多
い
よ
う
で
し
た
。

▲嘉瀬スキー場において（嘉瀬老人クラブ）
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１
１

昭和63年度(第4回)海外

開発青年派遺員募集

⑮⑭⑤⑭
！'!南米の1_1系社会に優秀な人ｲ:ｲを

送り、日系社会の橘性化と友好、税

善をはか!）、延ては本人141身も将来

現地へのj哩応と定茄をII的としたも

ので、下I氾のとおり雛雌します。

◎募集期間％～%!まで

!;"111についてのお問い合わせ先

l',l庁文,ll:,i%L111際交流班

でんわ22-11111ﾉ1"2209

または役地企IIIII室壷53-2111

内線40

霊霊蕊墨湧
商業統計調査

6月1日現在で実施

７
１
１
割

一
一

一
査
極
一

『．~.ー．~ー‐~-..~~.-‐~~.‐~.ー．~.ー．‐

｜商業統
6月1日蚤＄

入一一つ一－一一勺幸一一一一一ゴー－－

電波法違反防止旬間餅～％まで

～東北電気通信監理局～

迪商産業街では、昭和63年6)11

日現在で商業統制-調企を実施します。

この調査は「商柴の|』訓勢調介」とも

いわれるもので、わが国の商店の分

布状況や販売播動の実熊及び商〃！の

全国的な流通状況なと÷をIりjらかにす

るため、全国の卸光業及び小ｸ‘6業を

営んでいるすべての商ﾙliを対象とし

ます。

調介は、郁遊府III:知･j#から任命さ

れたI閉業統,il･洲従i!が商A1iをlri:"!;"

間し、‘凋企架に‘犯入していただいて

lul収するというノノ法でｲ丁います。

提出された調介票は、枕‘汁法によ

り厳承に秘密か守られますので、正

碓な報{'i:に御|ﾙｶｶください。

問い合 せ光

金木町役場企1曲i室

′1世1満53－21111ﾉ1級4(）

○無線機は免I汗を受けて正しく使朋

しましょう。

○アマチュア無線機及びﾉく－ソナル

艇線機の不法改造はやめましょう。

○免,汗を受けないで無線ﾉ0jを|刑Ajし

たり、連用したりすると、一年以

下の懲役又は2()万円以下の刑余に

処せられます。

○コードレス.,lj!活は次のマークの添

付されたものを仙川しましょう。

なお、疑旧jなdIDIKがあれば峨人I)1jに

雌好りのNTTにおぎ'｝ね~Fさい。

微小電力型微弱型

ee3De
o"I世波陣mlfでお･|i勘みのﾉjは、下I肥へ

ご巡絲して~|くさい。

〒98(）

1111fi!|j本川三J~II2fif23り・

*-IL'IIL"jm{!iWlifW!,j

屯女(jm1!;部念()22-221-()642

r蓑壼孟溺ｦ蕗ｱー’
'－－－－-一一一一一一』～金木警察署～

○犯罪について知っていることは通

報を.／

犯人は、以外に身近なところで生

活しているのです。

IリILのことですか、保険外交liの

Aさんから弊察に、「近くのﾉ.j::nllf

に雌ってあった桁名手I肥のポスター

のflj鷺典にどことなく似た人をよく兄

かける」という旭蠅があり、111述、

この'|､IW報にﾉ,!÷づき捜介した結果、そ

の男は、三年近くも逃亡を銃けてい

た凶悠な指名手配犯人であることが

分かり、述ｲlliすることができたので

す。

このように、指名手配の犯人によ

く似た人や犯行現場にいる犯人をll

1喉したり、又は逃走していく犯人を

兄たような場合には、断jll.的な'|､!'ifli

で絲拙ですから、ノと非、枕械的にj血

繩するようにお願いします。

①

r､一・一・一.マーーーーー.一"一・一・一.一～一・一・一・一.~T

I昭和"年度｢歯の健康診断室｣開催！
L参一今一=一竜"一"一一辱＝一一一=＝～’=一一再=－孝一～言苧一

◎主催

◎後援

◎日時

◎場所

-|ヒノi_歯科･|欠帥会

_ﾉi'1rlll脈I|j"保雌脇1淡会

6114II(|:)l()時～16時まで

ﾉI･_所川lﾙ(IIj｢!|'三｣デハート

5階

1MﾐIの他収‘診断

伽の磨き〃脂導

虫l'fi予防|･xll'l'iポスタ一人'j｣t

作III'1腱邪

歯科|乳l迎物展,J:

北の燗躍をめざして ’新たな交流些苑鵬一一

●

FXP口洞円
言博覧会呂謝鴎縣顯競認温日

◎内容

▲
胄函トンネル開通記念博覧会呂謬

＝一一一一一＝一一一一一一一一一万一一一や

｛第20回簡易保険.郵便｜
｜年金資金作文コンクール’
八-一.圭魚～圏=－－－－一考一=＝孝一客＝､孝一苧一合少一昔－草～弓一＝一一J

前売券好評発売中.／

この作文コンクールは、次代を)11

う′l､･!|!'.jJ:牛.に、螂使八JjのW↑j坊保険・

螂使年金の持つ卜Ⅱﾉﾉ:扶助の*IIi神を広

めるとともに、その盗命が'､；:枝・仇

'七･j幽蹄の雄1没なと・身近な分り!fにｲﾊ

ﾉllされ、広く1111tの締祉の琳進に;{T

Ij･していることについてJWリギを伽い

さメノに社会fl"frや作文教f『にも役

､7:てることを｜｜的とするものです。

◎募集締切日6113()IIまで

‘;郷lllはお近くの螂使｝!jへお|川い

合わせ|､､さい。

■入場料余 (III)

■liij,′IE券発光所

◎金木llll.脱光|吻会'l1勝ﾙｩ

（役場21啼簡［観光‘洲|ﾉ1）

◎倫水l111商I=@|f"j!j

■IMI,ﾉ'6券発ｼl6期llli

ll"1163年6113()IIまで
▲金木さくらまつり期間中に青

函博をPR

’

Iﾒ.分

加光券

､'111券

人人

1．5()(）

ソIMY1
ｰ1q"､〃､"

尚校'k

1．()()()

1．5()()

'｣､．!|I学生

7()(）

1．()()(）

幼児

ソ
］00

3()(）



乳房 

陣72人（ 6.8%) 

肝69人（6.5%) 

直腸、直腸 S 状結腸 
移行部及び旺門 

54 人（5.1%) 

子宮53人（5.0%) 

白血病21人（2.0%) 

食道 6 人（0.6%) 

資料 「青森県衛生統計年報」 

気管、気管支及び肺 
I日
月 

267人 
(25.3%) 

人 
1,057 

女 

(100.0 
%) 

その他 
345人 

(32.6%) 

胃 
423人 

(26.5%) 

男 

人 
1,594 

(100.0 
%) 

その他

一409人 
(25.7%) 

肝
 

fl 106A(6.6%) 

食道78人（4.9%) 

直腸、直腸 S 状結腸 
移行部及び肝門 

59人（3.7%) 

白血病40人（2.5%) 

主要死因の年次推移（人口10万対死亡率） 即
 

息
吹
を
感
じ
て
い
ら
れ
た
ら
ど
 

是
非
気
軽
に
検
診
を
受
け
る
こ

ん
な
に
素
晴
し
い
で
し
ょ
う
。
 

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

カ 	ん

脳血管疾患

心 疾 患

不慮の事故

老 衰

肺炎、気管支炎 

自 	殺 
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資料 「青森県衛生統計年報」 

図 2 がんの部位別死亡状況（昭和60年） 

忍
 

草
木
の
緑
も
目
映
い
今
日
・」
 

の
頃
で
す
が
、
同
時
に
皆
様
の

体
の
異
常
を
チ
ュ
ッ
汐
す
る
検

診
の
季
節
に
も
な
り
ま
し
た
。
 

当
町
で
行
わ
れ
て
い
る
検
診
は

結
核
・
甲
状
腺

・
乳
が
ん
・
胆

石
症
、
胃
が
ん
、
子
宮
が
ん
な

ど
で
す
が
、
他
に
血
液

・
尿
検

査

・
血
圧
測
定
な
ど
を
行
う
一

般
健
康
診
断
も
あ
り
ま
す
。
 

検
診
の
目
的
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
症
状
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
病
気
を
早
期
に
発
見
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
当
町
で
の

受
診
率
は
胃
が
ん
、
乳
が
ん
と

も
2
0％
弱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

言
い
換
え
れ
ば
5
人
に
1
人
し
 
 か

受
診
し
て
い
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
検
診
で
精
密
検

査

（
精
検
）
を
必
要
と
指
摘
さ

れ
て
も
、
そ
れ
を
受
け
て
い
な

い
人
も
お
り
ま
す
が
こ
れ
で
は

何
の
た
め
に
検
診
を
受
け
て
い

る
の
か
わ
か
リ
ま
せ
ん
。
 

県
の
衛
生
統
計
に
よ
り
ま
す

と
本
県
の
死
亡
原
因
は
悪
性
新

生
物

（
が
ん
）
が
昭
和
5
7年
以

降
ト
ッ
プ
で
、
脳
卒
中
は
減
る

傾
向
に
あ
り
、
い
ず
れ
は
現
在
 

3
位
の
心
疾
患
と
入
れ
替
わ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
（
図
1
）
。が

ん
の
中
で
も
男
女
と
も
胃
が
ん
が

依
然
1
位
で
、
2
位
は
肺
な
ど

の
呼
吸
器
が
ん
、
3
位
は
男
は

肝
が
ん
、
女
で
は
乳
が
ん
と
な

っ
て
い
ま
す
（
図
2
）
。
 

大
言
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
1
年
に
1
回
、
胸
の

写
真
を
撮
り
、
胃
の
透
視
を
受

け
、
そ
し
て
乳
が
ん
・
子
宮
が

ん
と
超
音
波
に
よ
る
肝
臓
や
胆

嚢
な
ど
の
検
診
を
受
け
れ
ば
少

な
く
と
も
が
ん
で
死
な
な
く
て

も
い
い
と
も
言
え
な
い
で
し
ょ

う
か
？

・こ
れ
ら
を
す
べ
て
受
け

て
も

一
年
に
三
ー
四
日
ほ
ん
の

短
い
時
間
を
と
ら
れ
る
だ
け
で

他
の
何
百
日
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
来

年
も
ま
た
健
康
で
こ
の
自
然
の
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金木病院力ルテ 

検診受診のすすめ 

公立金木病院外科医長 唐 牛 

0!!'I!''lllllllllllllllll余木だより⑥

峨
木
の
緑
も
Ｈ
映
い
今
日
こ

の
頃
で
す
が
、
岡
時
に
皆
様
の

体
の
異
常
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
検

診
の
季
節
に
も
な
り
ま
し
た
。

当
町
で
行
わ
れ
て
い
る
検
診
は

結
核
・
叩
状
腺
・
乳
が
ん
・
胆

石
症
、
Ｗ
が
ん
、
子
常
が
ん
な

ど
で
す
が
、
他
に
血
液
・
雌
検

先
・
血
圧
測
定
な
ど
を
行
う
一

般
他
康
診
断
も
あ
り
ま
す
。

検
診
の
目
的
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
症
状
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
荊
筑
を
早
期
に
発
兄
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
当
町
で
の

受
診
率
は
Ⅳ
が
ん
、
乳
が
ん
と

も
釦
％
判
と
な
っ
て
い
ま
す
。

雷
い
換
え
れ
ば
５
人
に
１
人
し

金木病院カルテ⑲
検診受診のすすめ

公立金木病院外科医長唐牛 忍

か
受
診
し
て
い
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
検
診
で
粘
密
検

企
（
粘
検
）
を
必
要
と
指
摘
さ

れ
て
も
、
そ
れ
を
受
け
て
い
な

い
人
も
お
り
ま
す
が
こ
れ
で
は

何
の
た
め
に
検
診
を
受
け
て
い

る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

県
の
衛
生
統
計
に
よ
り
ま
す

と
本
喋
の
死
亡
原
因
は
悪
性
新

唯
物
〈
が
ん
）
か
昭
和
師
年
以

降
ト
ッ
プ
で
、
脳
卒
中
は
減
る

似
剛
に
あ
り
、
い
ず
れ
は
現
在

３
位
の
心
疾
忠
と
入
れ
枠
わ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
（
Ｍ
１
）
。
が

ん
の
中
で
も
叫
女
と
も
Ｗ
が
ん
が

依
然
１
位
で
、
２
位
は
肺
な
ど

の
呼
吸
器
が
ん
、
３
位
は
男
は

肝
が
ん
、
女
で
は
乳
が
ん
と
な

っ
て
い
ま
す
（
図
２
）
。

大
言
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
１
年
に
１
Ｍ
、
胸
の

写
典
を
拠
り
、
Ｗ
の
透
視
を
受

け
、
そ
し
て
乳
が
ん
・
子
嵩
が

ん
と
超
宵
波
に
よ
る
肝
臓
や
胆

澁
な
ど
の
検
診
を
受
け
れ
ば
少

な
く
と
も
が
ん
で
死
な
な
く
て

も
い
い
と
も
筒
え
な
い
で
し
ょ

う
か
？
こ
れ
ら
を
す
べ
て
受
け

て
も
一
年
に
三
～
川
Ⅱ
ほ
ん
の

知
い
時
間
を
と
ら
れ
る
だ
け
で

他
の
何
何
Ｍ
も
安
心
し
て
搾
ら

せ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
来

年
も
ま
た
雌
康
で
こ
の
向
然
の●

図1 主要化Iﾉ〈lの年次推移（人口10万対死亡率）息
吹
を
感
じ
て
い
ら
れ
た
ら
ど

ん
な
に
糸
岫
し
い
て
し
よ
う
。
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五
月
三
十
日

は
 
「消
費
者
の
日
」
 
です
。
 

昭
和
四
十

三
年
の

こ
の
日
、
消
費
者
の
利
益
を
守
り
、
そ
の

増
進
を
図
る
た
め
 
「消
費
者
保
護
基
本
法

」
が
制
定
さ
れ

ま
し

た
。
 今
年
は
、

ち
ょ
う
ど
そ
の
ニ
十
周
年
に

当
た
る

こ
と
か
ら
、
 

国
で
は
新
た
に

五
月
を
「
消
費
者
月
問
」
と
し
、
 
「
消
費
者
の

主
体
性

の
確
立
」
を
重
点
テ
ー

マ
に
、
中
央
や
地
方
で
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
 

一
 
》王
様
か
ら％
主
体
性
の
確
立
久
 

ト4 月28日、町長、白取金木警察署

長、防犯指導隊ら30人が、役場前

から金木駅まで防犯パレードし、 

暴力団排除へ住民の協力を呼びか

けた。 

ト4 月26日、第 2 保育所のききょ

う組（ 5 歳児）の児童たち30人が

役場前の県道で、 ドライノぐーに 

「安全運転をしてください」とテ

ィシュペーパーやチラシを配っ

て、安全運転を訴えました。 

振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、

か

っ
て
 
「消
費
者
は
王
様
」
 
と
い

わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
 

昭
和
四
十

年
代
の
こ
と
で
す
。
 

し
か
し
、
考
え
て
み
れ
ば
、
 

消
費
者
の
在
り
方
か
ら
す
れ
ば

受
動
的
で
あ
っ
た
と
言
っ

て
よ

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
た

め
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
企
業

の
宣
伝
に
の
せ
ら
れ
、
 
「
つ
い
、
 

買
い
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
」
 
とか
 

「
よ
く
品
物
を
見
な
い
で
買
っ

た
ら
、
不
良
品
だ
っ

た
」
な
ど

と
い
う
、
消
費
者
自
身

の
 
ク反

省
4
を
よ
く
耳
に
し
た
も
の
で

す
。
 

こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
国
で

も
消
費
者

保
護
基
本
法

の
精
神
 
 

に
基
づ

い
て
、
商
品
の
安
全
と

表
示
の
問
題
、
欠
陥
商
品
の
追

放
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
の
上
手

な
利
用
法
、
悪
質
商
法

か
ら
身

を
守
る
ー
 
な
ど
、

そ
の
時

々

の
い
ち
ば
ん
の
問
題
点
を

と
ら

え
て
 
「賢
い
消
費
者
」
 
や
 
「
自

立
す
る
消
費
者
」
 
づく
り
に
向

け
、

い
ろ
い
ろ
な
施
策
を

進
め

て
き
ま
し

た
。
 

さ
て
ゴ

ー十
歳
を
迎
え
た
今

年
の
重
点
テ
ー
マ
は
、
 
「
消
費
 
 

者

の
主
体
性
の
確

立
」
で
す
。
 

つ
ま
り
、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
な

い
よ
う
に
す

る

に
は
、
消
費
者
自

身
の
自
覚
と

責
任
が
何
よ
り
も
大
事

だ
と
い

う
こ

と
で
す
。
 

後
を

絶

た
な
い
 

悪
 

質
 

商
 

法
 

最
近
は
、

円
・
ド

ル
安
の
影

響
も
あ
っ

て
、
財
布
の
ヒ

モ
も

つ
い
緩
み
が
ち
で
す
が
、

こ
う

し
た
心
理
に
つ
け
込
む
ル

悪
質

商
法
ク
が
な
か
な
か
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
 

例
え
ば
、
 
「金
の
海
外
先
物

取
引
で
手
軽

に
財
テ
ク
し
よ
う
」
 

と
か
、
 
「
抵
当
証
券
は
確
実

に

値
上
が

り
す
る
」
と
い
っ

た
甘

い
言
葉
で
消
費
者
を
誘

う
の
で
 
 

す
。

そ
の
結
果
、

業
者
の
ロ
車

に
の
せ
ら
れ
、

つ
い
に
は
大
事

な
財
産
を
失
う
ケ
ー
ス
が
決
し

て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

か
と
い
っ

て
、
ト
ラ
ブ

ル
防

止
の
た
め
の
法
的
な
規

制
の
拡

大
に
は
、
お
の
ず
と
限
界

が
あ

り
ま
す
。
 

そ
の
理
由
と
し
て
、
第

一
に
、
 

法
律
に
よ
る
規
制
措
置
は
、
ど

う
し

て
も
ト
ラ
プ
ル
が
起
こ
っ

て
か
ら

の
後
追

い
的
な
も
の

に

な
ら
ざ

る
を
え
な
い
こ
と
。
第

二
に
、
悪
質
業
者
の
手

ロ
は
ま

す
ま
す
功
妙

に
な
り
、
法
的
な

規
制
の
及
ば

な
い
方
法
で
消
費

者
を
だ

ま
す
傾
向
に
あ
る
こ
と
。
 

第
三
に
、
法
的
な
措

置
が
増
え

る
に
伴
っ

て
、
消
費
者
自
身

に

も
よ
り
多
く
の
法
律
の

知
識
が

必
要
に
な
り
、
こ
う
し
た
知
識

な
し

に
は
、
せ
っ
か
く
の
消
費

者
保
護
措

置
も
形
だ
け
の
も

の

に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
第

四
に
、
規
制
を
あ
ま
り
強
く
す

る
と
、

い
わ
ゆ
る
過
剰
規
制
と

な
っ
て
経
済
活
動
そ
の
も

の
を

損
な
う
面
が
あ
る
こ
と
。
 

消
費
者
の
主
体
性
の
確
立
が

不
可
欠
な
の
は
、
こ
う
し
た
理

由
に
よ
る
も
の
な
の
で
す
。
 

m
 

ク
選
択

の
目
4

を
も
ち
 

m
 

生
活

の
質

の
向
上
を
 

こ
れ
か
ら

の
消
費
生
活

は
、
 

日
本

の
経
済
成
長
の
成
果

を
日

常
の
暮
ら
し

の
質
の
向
上
に
結

び
つ
け
る
よ
う
な
“

選
択
の
目

ク
 
 

が
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。
す

な
わ
ち
、

消
費

の
質

の
向
上
が

生
活

の
質
の
向
上

に
つ
な
が

り
、
 

こ
れ
ら
が
今
後

の
日
本
の
経
済

成
長
を
支
え
て
い

く
力

と
な
る

の
で
す
。
 

わ
た
し
た
ち
消
費
者

は
今
、
 

ク
二
十
歳

の
自
覚
と
責
任

ク
を

求
め
ら
れ
て
い
る
と
言

え
る
で

し
ょ
、フ
。
 

⑦ 金木だより川川~川I'll'川川I'll 

一五
月
は
「
消
費
者
月
間
」
、
五
月
三
十
日
は
「

消
費
者
の
日
」
 
ー
 

消
費
者
に
求
め
ら
れ
る
自
覚
と
責
任
 

「川川H川川「川~ 

丁

⑦金木だよりlllllllllllllllllllllll''

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
か
に
基
づ
い
て
、
商
品
の
安
全
と

っ
て
「
澗
岱
者
は
王
様
」
と
い
表
示
の
問
題
、
欠
陥
商
品
の
追

わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
放
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
の
上
手

昭
和
四
十
年
代
の
こ
と
で
す
。
な
利
用
法
、
悪
磁
商
法
か
ら
身

し
か
し
、
考
え
て
み
れ
ば
、
を
守
る
ｌ
な
ど
、
そ
の
時
々

消
岱
者
の
在
り
方
か
ら
す
れ
ば
の
い
ち
ば
ん
の
問
題
点
を
と
ら

受
動
的
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
え
て
「
贋
い
滴
曲
者
」
や
「
間

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
立
す
る
消
批
者
」
づ
く
り
に
向

め
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
企
業
け
、
い
ろ
い
ろ
な
施
莱
を
進
め

の
宣
伝
に
の
せ
ら
れ
、
「
つ
い
、
て
き
ま
し
た
。

買
い
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
」
と
か
さ
て
、
二
十
歳
を
迎
え
た
今

「
よ
く
品
物
を
見
な
い
で
買
っ
年
の
重
点
テ
ー
マ
は
、
「
消
澱

た
ら
、
不
良
品
だ
っ
た
」
な
ど

と
い
う
、
消
岱
者
自
身
の
〃
反

省
〃
を
よ
く
耳
に
し
た
も
の
で

す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
国
で

も
消
岱
者
保
遡
基
本
法
の
粘
神

■
■
■
■
五
月
は

五
月
一
一
一
十
日
は
『
消
費
者
の
日
」
で
す
。

昭
和
四
十
一
一
一
年
の
こ
の
日
、
消
費
者
の
利
益
を
守
り
、
そ
の

増
進
を
図
る
た
め
「
消
費
者
保
護
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
一
一
十
周
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、

国
で
は
新
た
に
五
月
を
「
消
黄
者
月
間
」
と
し
、
「
消
費
者
の

主
体
性
の
確
立
」
を
重
点
テ
ー
マ
に
、
中
央
や
地
方
で
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

消
費
者
に
求
め
ら
れ
る
自
覚
と
責
任

〃
王
様
か
ら
〃
〃
主
体
性
の
確
立
〃
へ

「
消
費
者
月
間
」
、
五
月
三
十
日
は
「
消
費
者
の
日
」
’
■
■
’

｡

岐
近
は
、
円
・
ド
ル
安
の
彬

稗
も
あ
っ
て
、
財
布
の
ヒ
モ
も

つ
い
緩
み
が
ち
で
す
が
、
こ
う

し
た
心
理
に
つ
け
込
む
〃
悪
衝

商
法
〃
が
な
か
な
か
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
「
金
の
海
外
先
物

取
引
で
手
経
に
財
テ
ク
し
よ
う
」

と
か
、
「
抵
当
証
券
は
確
実
に

値
上
が
り
す
る
」
と
い
っ
た
甘

い
言
葉
で
消
岱
者
を
誘
う
の
で

満
の
主
体
性
の
確
立
」
で
す
。

つ
ま
り
、
淌
岱
肴
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る

に
は
、
袖
税
将
、
身
の
、
党
と

寅
柾
が
何
よ
り
も
大
辨
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

Ⅲ
後
を
絶
た
な
い

川
悪
質
商
法

す
。
そ
の
結
果
、
業
稀
の
口
収

に
の
せ
ら
れ
、
つ
い
に
は
大
聯

な
財
産
を
失
う
ケ
ー
ス
が
決
し

て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

か
と
い
っ
て
、
ト
ラ
ブ
ル
防

止
の
た
め
の
法
的
な
規
制
の
拡

大
に
は
、
お
の
ず
と
限
界
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
鋪
一
に
、

法
律
に
よ
る
規
制
描
慨
は
、
ど

う
し
て
も
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ

て
か
ら
の
後
追
い
的
な
も
の
に

な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
。
第

二
に
、
恕
衝
業
者
の
手
口
は
ま

す
ま
す
功
妙
に
な
り
、
法
的
な

規
制
の
及
ば
な
い
方
法
で
消
批

者
を
だ
ま
す
伽
向
に
あ
る
こ
と
。

弗
三
に
、
法
的
な
描
世
が
鴫
え

る
に
伴
っ
て
、
捕
批
者
自
身
に

も
よ
り
多
く
の
法
律
の
知
識
が

必
要
に
な
り
、
こ
う
し
た
知
識

な
し
に
は
、
せ
っ
か
く
の
消
背

者
保
謹
措
世
も
形
だ
け
の
も
の

に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
鋪

四
に
、
規
制
を
あ
ま
り
強
く
す

る
と
、
い
わ
ゆ
る
過
剰
規
制
と

な
っ
て
経
済
活
動
そ
の
も
の
を

扱
な
う
面
が
あ
る
こ
と
。

●

淌
慨
者
の
主
体
性
の
確
立
が

不
可
欠
な
の
は
、
こ
う
し
た
恥

曲
に
よ
る
も
の
な
の
で
す
。

Ⅲ
〃
選
択
の
目
〃
を
も
ち

川
生
活
の
質
の
向
上
を

こ
れ
か
ら
の
淌
洗
生
涌
は
、

日
本
の
経
済
成
隆
の
成
果
を
Ｈ

術
の
界
ら
し
の
庇
の
向
上
に
結

び
つ
け
る
よ
う
な
〃
選
択
の
ｕ
〃

か
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
消
枇
の
価
の
向
上
が

生
涌
の
髄
の
向
上
に
つ
な
が
り
、

こ
れ
ら
が
今
後
の
Ｈ
本
の
経
済

成
隆
を
支
え
て
い
く
力
と
な
る

の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
淌
從
者
は
今
、

〃
二
十
歳
の
、
党
と
女
征
〃
を

求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
で

‐
‐
」
陰
ｒ
隼
、
『
ノ
。

I

役場前の県道で、ドライバーに

｢安全迦陛をしてください」とテ

ィシユペーパーやチラシを配っ

て、安全迩転を‘訴えました。

,41128日、町長、l'1取金木瞥察科

踵、防犯指弾隊ら30人が、役場mij

から金木駅まで防犯ﾉぐレードし、

暴力間排除へ住1もの協力をII平びか

けた。
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成
田
亜
佑
美
（
昌
利
）
 
喜
良
市

伊
藤
沙
耶
香
（
稔

）
 
嘉
 
瀬

泉
谷
 
諒
二
（知
明
）
 
川
 
倉

佐

々
木
未
理
（
康
」r
 
金
 
木
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

慎
一
（
三
雄
）
青
森
市

裕
美
（
一
生
）
喜
良
市

宏
（
利
光
）
東
京
都

敦
子

（
兼
夫
）
喜
良
市

幸
司
（
繁
雄
）
柏
 
村

稲
子
（
健
占
）
川
 
倉
 

（
翻
 

（

「
《
 

（
麟
 

お
く
や
み
 

其
田
 
さ
わ

一
 
 
9
1オ

）

川
 
倉
 

加
藤
弧
太
郎
（
 
 
8
3オ
）
喜
良
市
 

木
村
 
き
ね
（
 
 
8
3才

）
嘉
 
瀬
 

佐
藤
定
五
郎
（
 
 
7
8才
）
川
 
倉
 

4 月30日現在 前年同月比 

男 6,547 一 113 

女 7,118 一 113 

t 13,665 	- 226 

世帯数 3,915 + 3 

人
ロ
と
世
帯
 

「あいさつ運動」 金木町教育委員会 

0朝おきたら家族で 	皐おはよう、 

0道で出あった人にも・・・・噂おはようw 

0学校で、職場で 

巨告じ可まして 

F . 一
 

さ 	き 

沙 希ちゃん 
4 月 5 日生まれ 

体重 3,000グラム 

嘉瀬新堤町 

神島 貢さんの長女 
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